
在宅医療における多職種連携

豊中市健康医療部医療支援課 主査

高森 晃世

令和6年度 厚生労働省委託事業

在宅医療関連調査・講師人材養成事業 事前学習プログラム



⚫面積：東西6.0Km、南北10.3Kｍ

36.6Kｍ2（全域市街化区域）

⚫人口：398,019人

65歳以上の人口102,958人

高齢化率：25.9％

⚫平成24年度中核市移行に伴い、保健所設置

⚫医療施設数：病院：18

診療所：406＊

歯科診療所：246＊

薬局：175＊

訪問看護ステーション：75＊

（令和6年9月1日時点。＊令和4年11月時点）

※「豊中市地域医療推進基本方針」
平成29年3月策定、令和6年10月改定。

豊中市

豊中市の概要
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本日のお話

1. 多職種連携推進に向けた考え方
2. 豊中市における多職種連携の取り組み
3. 在宅医療連携を支える行政の役割
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多職種連携推進に向けた考え方～多職種連携は何が難しい？～

step１

【点を知る】

step2

【点を線にする】

step3

【線を輪にする】

step4

【輪と輪をつなぐ】

地域にどのような
人材が存在する
のか知る。

各職種がどんな
役割を持ち、担
えるのかを知る。

（職種の理解）

地域にいる各職
種を顔の見える
関係にする。

（相互理解）

個別の輪をつくる。

同じ課題を協働
で取り組む。

（協働）

それぞれの輪を
繋ぐ役割を担う
職種の連携の場
を作る。

（多職種連携）



医師

地域住民

訪問看護師

歯科医師

病院

訪問看護ステーション

薬局

歯科診療所

診療所

訪問看護

受診・相談

訪問診療

受診・相談・入院
訪看リハビリ

利用・相談
訪問歯科診療

服薬管理指導

利用・相談

訪問栄養指導

介護サービス

利用・相談

受診・相談

紹介・逆紹介

step1～2:多職種連携の構図

薬剤師

歯科衛生士

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

管理栄養士

ケアマネジャーヘルパー施設

利用・相談

4地域包括支援センター等

役所・保健所等の行政

保健師
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step3:高齢者の状態像の変化と住まいに合わせた多職種の輪

出典：在宅医療・介護連携推進事業の手引きVer.3

在宅
病院施設

https://3.bp.blogspot.com/-Hk8GT73fNYI/V2ub1Q5oBnI/AAAAAAAA7sg/HTl1cOqftOAjp3hU--jPGpGnRxLIBMwuwCLcB/s800/houmon_shinryou_nocap_nurse.png
https://2.bp.blogspot.com/-knX0k6MIJHw/VkcafLIVU7I/AAAAAAAA0cY/LBbWdQ8GaC8/s800/houmon_shinryou_doctor2.png
http://4.bp.blogspot.com/-UZU0WOor41k/VWmAtvcLNII/AAAAAAAAtzs/iubr4w2iZg8/s800/job_hokenshi_woman.png
https://3.bp.blogspot.com/-Hk8GT73fNYI/V2ub1Q5oBnI/AAAAAAAA7sg/HTl1cOqftOAjp3hU--jPGpGnRxLIBMwuwCLcB/s800/houmon_shinryou_nocap_nurse.png
https://2.bp.blogspot.com/-knX0k6MIJHw/VkcafLIVU7I/AAAAAAAA0cY/LBbWdQ8GaC8/s800/houmon_shinryou_doctor2.png
http://4.bp.blogspot.com/-UZU0WOor41k/VWmAtvcLNII/AAAAAAAAtzs/iubr4w2iZg8/s800/job_hokenshi_woman.png
https://3.bp.blogspot.com/-Hk8GT73fNYI/V2ub1Q5oBnI/AAAAAAAA7sg/HTl1cOqftOAjp3hU--jPGpGnRxLIBMwuwCLcB/s800/houmon_shinryou_nocap_nurse.png
https://2.bp.blogspot.com/-knX0k6MIJHw/VkcafLIVU7I/AAAAAAAA0cY/LBbWdQ8GaC8/s800/houmon_shinryou_doctor2.png
http://4.bp.blogspot.com/-UZU0WOor41k/VWmAtvcLNII/AAAAAAAAtzs/iubr4w2iZg8/s800/job_hokenshi_woman.png
https://4.bp.blogspot.com/-HJswnQNpI2A/UZmB9YzilXI/AAAAAAAATYY/DPn1NBHu7pA/s800/house_1f.png
https://1.bp.blogspot.com/-LSCklp2fqOI/Vkcaeten8KI/AAAAAAAA0cM/r_CPwIofBVQ/s800/dai_byouin2.png


6

出典：在宅医療・介護連携推進事業の手引きVer.3

在宅 病院施設

step4:高齢者の住まいごとの多職種の輪をどうつなぐ？
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本日のお話

1. 多職種連携推進に向けた考え方
2. 豊中市における多職種連携の取り組み
3. 在宅医療連携を支える行政の役割
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豊中市の歩み（「虹ねっと」ができるまで）⇒step1「点を知る」

「虹ねっと」できるまで 「虹ねっと」初期活動 「虹ねっと」活動その1 「虹ねっと」活動その2
「虹ねっと」とセンター事業
の分離

平成18年度～21年度 平成22年度～26年度 平成27年度～29年度 平成30年度～令和2年度 令和3年度～現在

始まりは「医療と介護を密接に連携できる仕組みづくり」を作りたい
と現場のケアマネジャーが声をあげた。

平成18年度、保健所（府）主催の「在宅医療・ケア推進連絡会議」が開催される。
平成19年度から、豊中市・地域包括支援センターが「医療と介護連携の会」の事務局を務め、愛称を「虹ねっと」とした。
（この時の参画団体が7団体、豊中市の生活圏域が7つであったことから7色の虹になぞらえて命名した。）

参画団体

市医師会・市歯科医師会・市薬剤師会・市訪問看護ステーション連絡会
市介護保険事業者連絡会・地域包括支援センター連絡協議会・市関係部局（高齢福祉部局）
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豊中市の歩み（「虹ねっと」初期活動）⇒step1「点を知る」

「虹ねっと」できるまで 「虹ねっと」初期活動 「虹ねっと」活動その1 「虹ねっと」活動その2
「虹ねっと」とセンター事
業の分離

平成18年度～21年度 平成22年度～26年度 平成27年度～29年度 平成30年度～令和2年度 令和3年度～現在

「虹ねっと連絡会」は、医療と介護の連携の仕組みを作る。
「虹ねっと」は、作られた仕組みを広める役割とした。
虹ねっと参画団体の多職種が集まる会を「虹ねっと全体会」とした。

平成24年度：「退院前ケアカンファレンスマニュアル」を作成
平成25年度：「緩和ケアマニュアル」を作成
※「虹ねっと全体会」で作成したマニュアルを共有

参画団体

市医師会・市歯科医師会・市薬剤師会・市訪問看護ステーション連絡会
市介護保険事業者連絡会・地域包括支援センター連絡協議会・

市関係部局（高齢福祉部局・保健所・市立豊中病院等）

平
成

年
度
「在
宅
医
療
の
推
進
に
向
け
た
提
言
書
」

26
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豊中市の歩み（「虹ねっと」活動その１）⇒step1「点を知る」

平成18年度～21年度 平成22年度～26年度 平成27年度～29年度 平成30年度～令和2年度 令和3年度～現在

「虹ねっと」できるまで 「虹ねっと」初期活動 「虹ねっと」活動その1 「虹ねっと」活動その2
「虹ねっと」とセンター事
業の分離

【その1】「虹ねっと連絡会取組計画」
課題別のワーキンググループ（WG）を立ち上げた。

「多職種スキルアップWG」
「退院前カンファレンス推進WG」
「市民啓発WG」
「ICT検討WG」
「認知症WG」

在宅医療提供体制の構築（主治医-副主治医制試行）
を目的に、7つ生活圏域内に2つのモデル地区で実施。

「多職種スキルアップWG」
1年目～2年目の取り組み

目的：全ての職種が、自らに求められている役割を理
解する。
方法：医師会・歯科医師会・薬剤師会・介護保険事業
者連絡会への出前講座
結果：他の職種の方々に説明することで自らの役割を
見直すことできた。また、他の職種がどのような役割を
果たしているのかを聞くことで新たな発見があり親密感
が増した。

参画団体
市医師会・市歯科医師会・市薬剤師会・市訪問看護ステーション連絡会

市介護保険事業者連絡会・地域包括支援センター連絡協議会・市病院連絡協議会・
市関係部局（高齢福祉部局・保健所・市立豊中病院等）
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豊中市の歩み（「虹ねっと」活動その１）⇒step2「点を線にする」

平成18年度～21年度 平成22年度～26年度 平成27年度～29年度 平成30年度～令和2年度 令和3年度～現在

「虹ねっと」できるまで 「虹ねっと」初期活動 「虹ねっと」活動その1 「虹ねっと」活動その2
「虹ねっと」とセンター事
業の分離

「多職種スキルアップWG」
2年目～3年目の取り組み

目的：多職種の業務や役割についても理解すること
で、チーム医療・チームケアにおいて、自ら職種が果
たすべき役割がより一層明確に認識できるようになる。
方法：「地域での顔の見える関係づくり」として、
生活圏域単位での研修会を開催した。
結果：市内７つの生活圏域のうち、４つの生活圏域に
研修会を実施し、顔の見える関係づくりができた。

【その1】「虹ねっと連絡会取組計画」
課題別のワーキンググループ（WG）を立ち上げた。

「多職種スキルアップWG」
「退院前カンファレンス推進WG」
「市民啓発WG」
「ICT検討WG」
「認知症WG」

在宅医療提供体制の構築（主治医-副主治医制施行）
を目的に、7つ生活圏域内に2つのモデル地区で実施。

参画団体
市医師会・市歯科医師会・市薬剤師会・市訪問看護ステーション連絡会

市介護保険事業者連絡会・地域包括支援センター連絡協議会・市病院連絡協議会・
市関係部局（高齢福祉部局・保健所・市立豊中病院等）
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豊中市の歩み（「虹ねっと」発展活動その2）⇒step3「線を輪にする」

平成18年度～21年度 平成22年度～26年度 平成27年度～29年度 平成30年度～令和2年度 令和3年度～現在

「虹ねっと」できるまで 「虹ねっと」初期活動 「虹ねっと」発展活動その1 「虹ねっと」活動その2 「虹ねっと」とセンター事業の
分離

「在宅医療・介護スキルアップWG」

目的：終末期において多職種協働が効率的・効果的に取
り組める。
方法：慢性期病院の視察。

講演会：「人生最終段階における食支援」
１回目：リハビリでできること
２回目：歯科でできること
３回目：栄養士・訪問看護でできること

結果：多職種でＡＣＰについて考え、企画したことで、他職
種についての理解が進んだ。

【その2】「虹ねっと連絡会取組計画（平成30年度～令和２

年度）」
「認知症WG」は解決する内容が多く、中長期で取り
組んでいくこととなり「認知症部会」となった。
課題別の4つのWGは名称を変更し継続する。

「在宅医療・介護スキルアップWG」
「入退院支援WG」
「市民啓発WG」
「ICT推進WG」
※平成30年4月から非公開型SNS「虹ねっとcom」を導入

主治医-副主治医制の試行期間終了

参画団体
市医師会・市歯科医師会・市薬剤師会・市訪問看護ステーション連絡会

市介護保険事業者連絡会・地域包括支援センター連絡協議会・市病院連絡協議会・
市関係部局（高齢福祉部局・保健所・市立豊中病院等）
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豊中市の歩み（「虹ねっと」とセンター事業の分離）⇒step4「輪と輪をつなぐ」

平成18年度～21年度 平成22年度～26年度 平成27年度～29年度 平成30年度～令和2年度 令和3年度～現在

「虹ねっと」できるまで 「虹ねっと」初期活動 「虹ねっと」活動その1 「虹ねっと」活動その2 「虹ねっと」とセンター事業の分離

虹ねっと
（関係団体の実務者）

虹ねっと連絡会
（関係団体の代表者）

【 連 携 】
顔の見える関係づくりを行い、

医療従事者と介護従事者の連携を図る
研修や意見交換
の企画、運営

既存のﾈｯﾄﾜｰｸを
活用した周知等

在宅医療・介護連携支援
センター運営事業

「看-看連携の会」
立ち上げ

【立ち上げの背景】
看護職は、自宅・医療機関・施設等
様々な場で活躍しているが、活躍の
場が違う。多職種の輪をつなぐキー
パーソン的な役割を担っているため
に、市内の看護職の『横つながり』
が連携強化に寄与する。

病院施設

自宅

https://4.bp.blogspot.com/-HJswnQNpI2A/UZmB9YzilXI/AAAAAAAATYY/DPn1NBHu7pA/s800/house_1f.png
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本日のお話

1. 多職種連携推進に向けた考え方
2. 豊中市における多職種連携の取り組み
3. 在宅医療連携を支える行政の役割
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行政のかかわり

平成18年度～21年度 平成22年度～26年度 平成27年度～29年度 平成30年度～令和2年度 令和3年度～5年度

「虹ねっと」できるまで 「虹ねっと」初期活動 「虹ねっと」活動その1 「虹ねっと」活動その2
「虹ねっと」とセンター事業
の分離

介護保険事業計画
（第4期）

介護保険事業計画
（第5期）

介護保険事業計画
（第8期）

介護保険事業計画
（第7期）

介護保険事業計画
（第6期）

平
成

年
「
在
宅
医
療
の
推
進
に
向
け
た
提
言
書
」
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「虹ねっと連絡会」
の事務局は行政

委員として行政の担
当課長が参加

「虹ねっと連絡会」の事務
局は行政

委員として行政の担当課長
が参加

行政は、「虹ねっと連絡会
取組計画」を策定

「虹ねっと連絡会」の各
ワーキング会議の事務局は
在宅医療・介護コーディ
ネーター

行政はオブザーバーで参加

「虹ねっと連絡会」の事務
局は行政

委員として行政の担当課長
が参加

行政は、「在宅医療・介護
連携支援センター運営事
業」のコンセプトを示し、
委託
受託先は、在宅医療・介護
コーディネーターを配置し、
企画・運営等を実施

行政はオブザーバーで参加
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在宅医療・介護連携支援センター運営事業のコンセプト

豊中市高齢者福祉計画・介護保険計画の基本目標 『一人ひとりの状況・状態に対応した支援の実現』

日常の療養時 看取り時

再発・重症化を予防する
安定的に暮らし続ける

⚫ 多職種による在宅療養支援チーム
の構築（情報共有と専門性を活か
した支援）

最期まで暮らし続ける
希望する場所で最期を迎える

⚫ ACP（アドバンス・ケア・プラン
ニング）の普及啓発

⚫ 看取りに関する知識の向上

入院時
（緊急時を含む）

退院時

正確な情報をスピーディに提供する

⚫ 情報提供ツールの効率的・効果的
な活用

多職種による在宅療養支援チームと連
携を図る

⚫ ケアマネジメントの力向上

在宅療養の場面

入院治療の場面

暮らしの場面・各時期ごとに大切にしたい視点

入
院
時

入
院
時

急変時
退

院

時

退

院

時

在宅療養の場面

入院治療の場面

日常の療養時 看取り時

https://3.bp.blogspot.com/-RRE8xct4kCo/UZSsalhr_NI/AAAAAAAASzo/AcdP49O28Ns/s800/ojiisan.png
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在宅医療・介護連携支援センター運営事業の仕組みと内容

庁内の実務担当者会議（高齢福祉担当課・市保健所）

医師会
（コーディネータ―：医師・訪問看護師）

在宅医療・介

護スキルアップ

WG

ACPスキルアップ
WG

入退院・入退

所支援WG
ICT管理WG 相談窓口

訪問看護ST

連絡会

歯科医師会

（コーディネータ―：
歯科医師・ 歯科衛

生士）

相談窓口

薬剤師会

（コーディネータ―：
薬剤師）

地域住民研修

訪問看護ST
連絡会

（コーディネータ―：
看護師）

看-看連携の会

委託 委託 委託 委託

市保健所はオブザーバー参加（伴走支援）

再委託



豊中市がめざす在宅医療連携体制のカタチ「豊中モデル」
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在宅医

グループ

新規

在宅医

グループ

２層目：他科診療所の医師

３層目：多職種（歯科医・薬剤師・訪問看護師

など）

４層目：サブアキュート病床を持つ医療機関

⚫ 医師の求めに応じて在宅療養中の患者のサポートをする。

⚫ 拠点は、地域でサポートができる歯科診療所、薬局や訪問看護STの情報を提
供する。

⚫ 在宅療養中の患者が入院加療が必要になった時に受け入れる。（病-診連携）
⚫ 拠点は、サブアキュート空床情報提供システムを運用する。

⚫ 在宅医グループ内にはない診療科をサポートする。（例：皮膚科、眼科、精神

科など）

⚫ 拠点は、地域でサポートできる他科診療所の情報を提供する。

１層目：在宅医グループの医師

⚫ 外来と訪問診療を両輪で行っている医師をグループ化し、グループ内の医師が訪問診療が

できない場合に補完する。

⚫ 地域で訪問診療を行っていない診療所の医師から訪問診療を求められた時に対応する。

（診-診連携）
⚫ 拠点は、在宅医グループの支援をする。

市医師会保健所

在宅医療の拠点

http://www.irasutoya.com/2015/04/blog-post_211.html


まとめ

1. 多職種連携は、「相互理解」から始まり、共通の課題

を「協働」で取り組むことで連携強化できる。

2. 多職種連携の輪をつないでいくためには、同職種の

『横つながり』がキーとなる。

3. 行政は、先導するのではなく、また、丸投げでもない、

伴走支援の役割を担う。
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